
じんかい処理状況

焼却量 埋立等量 資源化量

（ｔ） （ｔ） （ｔ） （ｔ） （ｔ） （％）

昭和39年 5,100 3,000 2,100 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和40年 5,500 3,600 1,900 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和41年 4,080 3,280 800 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和42年 4,800 3,400 1,400 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和43年 5,270 3,850 1,420 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和44年 4,470 3,020 1,450 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和45年 4,210 2,500 1,710 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和46年 3,562 2,362 1,200 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和47年 4,535 3,503 1,032 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和48年 5,916 4,307 1,609 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和49年 7,277 5,193 2,084 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和50年 8,288 5,502 2,786 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和51年 6,567 5,653 914 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和52年 6,789 5,767 1,022 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和53年 7,304 6,220 1,084 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和54年 7,513 6,281 1,232 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和55年 7,241 5,943 1,298 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和56年 9,220 6,150 3,070 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和57年 8,668 6,547 2,121 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和58年 8,733 6,640 2,093 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和59年 8,943 6,990 1,953 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和60年 9,541 7,464 2,077 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和61年 10,661 8,579 2,082 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和62年 11,732 9,380 2,352 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
昭和63年 11,848 9,482 2,366 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
平成元年 12,021 9,688 2,333 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
平成２年 11,163 8,948 2,215 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
平成３年 10,299 8,026 2,273 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
平成４年 10,412 8,500 1,912 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
平成５年 10,039 8,150 1,889 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
平成６年 9,280 7,232 2,048 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
平成７年 9,085 7,161 1,924 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
平成８年 9,579 7,649 1,930 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
平成９年 9,993 8,179 1,814 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
平成10年 9,791 7,692 2,099 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
平成11年 10,047 8,378 1,669 　　　　- 　　　　- 　　　　　　　-
平成12年 11,633 9,185 1,203 1,245 1,513 21.0
平成13年 11,603 9,476 706 1,421 1,452 22.0
平成14年 12,484 10,039 976 1,469 1,613 21.9
平成15年 13,213 10,695 1,024 1,494 1,520 20.5
平成16年 13,355 11,023 736 1,596 1,489 20.8
平成17年 13,548 11,246 678 1,624 1,426 20.4
平成18年 13,398 11,176 644 1,578 1,389 20.1
平成19年 13,201 11,153 567 1,481 1,405 19.8
平成20年 12,731 10,808 482 1,441 1,346 19.8
平成21年 11,626 9,786 428 1,412 1,314 21.1
平成22年 10,743 8,977 287 1,479 1,267 22.9
平成23年 11,096 9,252 283 1,561 1,261 22.8
平成24年 11,095 9,271 277 1,787 1,246 24.6
平成25年 11,236 9,381 400 1,985 1,176 25.5
平成26年 11,441 9,704 370 1,918 1,107 24.1
平成27年 11,213 9,463 463 1,795 1,055 23.2
平成28年 10,839 9,371 288 1,703 982 22.7
平成29年 11,250 9,728 379 1,696 946 21.7
平成30年 10,842 9,261 488 1,683 880 21.9
令和元年 11,194 9,519 602 1,592 842 20.2
令和２年 11,341 9,424 817 1,613 655 18.9
令和３年 11,096 9,382 686 1,510 674 18.6
令和４年 10,752 9,234 486 1,032 664 14.9
令和５年 10,156 8,845 428 883 543 13.3
令和６年 9,951 8,680 338 933 514 13.8

＊平成12年以降は、1市2町の合併後数値による。

＊処理量＋集団回収量＝ごみ総排出量

＊参考資料＝公共施設状況調査、一般廃棄物処理事業実態調査

＊平成30年7月豪雨による災害廃棄物（4,070ｔ）は処理量等に含まない。

＊焼却量＝井原クリーンセンターへ搬入された「収集委託ごみ」＋「直接搬入ごみ」＋「井原リサイクルセンター搬入
ごみ」＋「岡山県西部衛生施設組合搬入残渣」

＊資源化量＝直接資源化量（拠点回収量）＋中間処理後資源化量（井原リサイクルセンター及び井笠広域資源化セン
ターの資源化量、24年度10月から井原クリーンセンター(セメント資源化）を加える）

集団回収量処理量 リサイクル率
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